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　振り返ってみれば長いよう
な短いような気がします。
　2人そろって今日この日を
迎えることができました。

　心よりありがたく、
これからは

健康に気を付けて
暮らします。

　最高の人と50年、
とても幸せでした。

これからも体に気を付けて
元気でいたいね。

　長い間2人で元気で過ごせ、
妻は良くやってくれました。
長い年月色々なことが
ありましたが、助け合って
今日という日を迎えました。

ありがとうね。

　長い50年でした。
山あり谷あり、大変家内には
長いことお世話になりました。
　これからも仲良くよろしく。
いたわりながら頑張って
元気で暮らしましょう。

これからも体に気を付けて
一緒に長生きできるよう
頑張りましょう。

広報によど川 10月号 《2》

特 集

働
き
者
の
朝
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん（
91
歳
・
泉
）

各地区で「敬老会」　笑って元気満タン

　岡　健吉・京子さん（正ノ石）

　岡　友一・左喜さん（名野川）

古味　慶助・幸加さん（中ノ瀬 上） 掛水　洋榮・浮榮さん（上川渡 上）

　
パ
ー
ト
ナ
ー
に
向
け
て
、
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

喜
び
も
苦
し
み
も
分
か
ち
合
い
　
共
に
歩
ん
だ
五
十
年

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



《3》 広報によど川 10月号

特 集

働
き
者
の
朝
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん（

働
き
者
の
朝
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん（
91
歳
・
泉
）

歳
・
泉
）

各地区で「敬老会」　笑って元気満タン各地区で「敬老会」　笑って元気満タン

働
き
者
の
朝
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん（
91
歳
・
泉
）

田頭　宏・美栄さん（上土居第二）

山下　省三・盛枝さん（正ノ石）

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
金
婚
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和

三
十
四
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
す
。

◇
昭
和
34
年
の
主
な
出
来
事
◇

・
皇
太
子
明
仁
親
王
（
今
上
天
皇
）
と

　
正
田
美
智
子
さ
ん
が
ご
結
婚

・
日
産
自
動
車
が
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
を

　
発
売

・
ペ
ギ
ー
葉
山
の
「
南
国
土
佐
を
後
に

　
し
て
」
が
１
０
０
万
枚
を
超
え
る
大
ヒ

　
ッ
ト

◇
仁
淀
川
町
の
出
来
事
◇

・
安
居
渓
谷
「
県
立
自
然
公
園
」
に

　
指
定

　
泉
に
お
住
ま
い
の
大
野
朝
子
さ
ん

は
大
正
六
年
生
ま
れ
の
九
十
一
歳
。

毎
日
元
気
に
家
事
や
畑
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

 

「
食
べ
る
こ
と
飲
む
こ
と
が
楽
し
み
」

と
い
う
朝
子
さ
ん
。
魚
と
漬
け
物
が
好

物
で
、
自
家
製
の
野
菜
も
食
卓
に
並
び

ま
す
。
夜
は
よ
く
日
本
酒
を
お
ち
ょ
こ

一
杯
飲
む
そ
う
で
す
。
ど
う
や
ら
食
生

活
が
元
気
の
秘
訣
の
よ
う
で
す
ね
。

　
毎
月
一
回
泉
公
会
堂
で
行
わ
れ
る

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
に
こ
に
こ
会
」

に
参
加
し
、
用
意
さ
れ
た
手
作
り
弁

当
を
食
べ
て
、
午
後
に
は
百
歳
体
操

を
し
た
り
、
他
の
人
が
か
る
た
や
百
人

一
首
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
畑
仕
事
は
朝
子
さ
ん
の
日
課
で
、
日

射
し
の
強
い
時
間
帯
を
避
け
、
農
作
業

や
草
引
き
を
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
「
動

か
な
い
か
ん
、
じ
っ
と
し
て
座
り
よ
っ

た
ら
い
か
ん
」
と
笑
顔
で
、
何
と
も
頼

も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

 

「
こ
こ
（
泉
）
で
穏
や
か
に
暮
ら
し
て

い
き
た
い
」
「
息
子
と
嫁
、
孫
に
助
け

て
も
ろ
う
て
仲
良
く
や
り
ゆ
う
き
幸
せ

よ
」
と
日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
る
朝
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

各地区で「敬老会」　笑って元気満タン

　各地区で「敬老会」が開かれ、お年寄りの長寿

を祝いました。地域住民らが日頃の感謝をこめて

楽しい余興を披露

し、会場は終始笑

いが絶えませんで

した。

　皆さんいつまで

もお元気で。

祝

敬

老

９
／
20 

宗
津
敬
老
会



ホームページ　http://katsuyoritosa.web.fc2.com/

広報によど川 10月号 《4》

ま ち の 話 題

　
武
田
勝
頼
土
佐
の
会
は
、
高
知
県
に
お
け

る
武
田
勝
頼
落
人
伝
説
に
よ
る
と
、
本
年
が

武
田
勝
頼
没
後
四
百
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
「
玄
蕃
踊
り
」
（
踊
り
の
象
徴
で

あ
る
 

”花
台
“
も
復
活
）
や
「
玄
蕃
太
鼓
」

の
披
露
の
ほ
か
、
地
場
産
品
や
勝
頼
グ
ッ
ズ

の
販
売
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

 【
日
時
】
　
10
月
10
日
（
土
）
1６
時
〜

【
場
所
】
　
大
崎
八
幡
宮
境
内

【
行
事
】
　
勝
頼
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
授
賞
式
、

手
踊
り
サ
ミ
ッ
ト
、
椿
山
太
鼓

踊
り
、
太
鼓
の
競
演
（
玄
蕃
太

鼓
・
日
高
環
頭
太
鼓
風
雅
）
、

も
ち
ま
き

問
い
合
わ
せ

 
武
田
勝
頼
土
佐
の
会

 
 
０
８
８
９
・
２
０
・
２
０
０
３

　大抽選会、あめごのつかみ取り、カラオケ大会、鳴子踊り、花火大会など楽しい内容が盛りだく

さんの１日でした。

 晩夏の空に大輪の花火が打ち上がり、訪れた人は夏を名残惜しむように夜空に咲いた美しい花を

見つめていました。

 「武田勝頼没後四百年祭」式典開始に先駆けて、厳かに武田勝頼の墓前祭、供養祭がとり行われま

した。その後「安居神楽」の演舞、和太鼓の演奏、玄蕃踊りの披露などがあり、祭りに花を添えま

した。

　当日は先日募集した武田勝頼イメージキャラクターの人気投票やもちまきもあり、地域住民の方

も初開催となったこの祭りを、思い思いに楽しまれている様子でした。

８月２２日８月２２日 共同開催共同開催８月２２日 共同開催
第８回大崎夕涼み会第８回大崎夕涼み会

武田勝頼没後四百年祭武田勝頼没後四百年祭 大崎・夏の陣大崎・夏の陣

第８回大崎夕涼み会

武田勝頼没後四百年祭 大崎・夏の陣

武
田
勝
頼
没
後
四
百
年
祭

大
崎
・
秋
の
陣
　

武田勝頼没後四百年祭



《5》 広報によど川 10月号

ま ち の 話 題

救
助
法
の
講
習
を
う
け
る

住
民
ら

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練

留
目
一
英
氏
（
写
真
左
）
か
ら

桜
の
種
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

９
月
７
日
　
花
の
種
の
宇

宙
旅
行
「
花
伝
説
・
宙
へ
！
」

に
参
加
し
、
昨
年
五
月
に

大
崎
・
名
野
川
両
小
学
校

の
六
年
生
が
採
取
し
た
「
ひ

ょ
う
た
ん
桜
」
の
種
が
、

若
田
光
一
宇
宙
飛
行
士
ら

と
の
宇
宙
の
旅
を
終
え
、

無
事
仁
淀
川
町
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
大
崎
小
学
校

で
「
花
の
種
返
還
式
」
が

行
わ
れ
、
大
崎
・
名
野
川

両
小
学
校
の
児
童
、
吾
川

中
学
校
の
生
徒
、
関
係
者
ら
約

百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
花
伝
説
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
し
た
有
人
宇
宙
シ
ス
テ

ム
株
式
会
社
の
留
目
一
英
代
表

取
締
役
社
長
は
、
集
ま
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
「
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

「
物
事
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、

熱
心
に
と
り
く
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
ら
は
「
皆
の
想
い
の

つ
ま
っ
た
こ
の
種
を
大
切
に
育

て
て
い
き
ま
す
」
「
僕
た
ち
の

代
わ
り
に
宇
宙
へ
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ひ
ょ
う
た
ん
桜
が

最
初
の
花
を
咲
か
す
の
は

約
十
年
後
、
大
人
に
成
長

し
た
彼
ら
が 

”町
の
シ
ン

ボ
ル
“
と
し
て
誇
れ
る
よ

う
に
、
大
切
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

８
月
22
日
　
長
者
地
区
の
大
い
ち
ょ
う
前
の

棚
田
で
、「
第
二
回
七
夕
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
石
積
み
の
棚
田
に
約
二
百
㍍
の
縄
を
張
り
、

約
百
五
十
個
の
提
灯
や
色
と
り
ど
り
の
七
夕

飾
り
な
ど
を
つ
る
し
ま
す
。
夕
暮
れ
時
に
は

提
灯
に
明
か
り
を
と
も
し
、
穏
や
か
な
光
の

線
が
、
美
し
く
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
、
長
者
地
域
住
民
の
手
に
よ
り
復
活

し
た
七
夕
ま
つ
り
。
「
長
者
の
地
域
作
り
に

協
力
し
た
い
」
と
高
知
大
学
の
学
生
ら
も
会

場
に
か
け
つ
け
、
前
日
の
準
備
、
イ
ベ
ン
ト

当
日
と
奔
走
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
出
店
や
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
仁
淀
和
太
鼓
「
一
圓
想
」

の
演
奏
、
高
知
大
学
の
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
と
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
訪

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
東
古
城
山
、

西
古
城
山
地
区
で
は
、
住
民
が
手
作
り
の
七

夕
飾
り
を
家
並
み
に
飾
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
彩

り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

９月６日　仁淀川町の３地域（名野川、安居、泉川）で防災訓練が行われ、消

防団、女性防火クラブ、自主防災組織に一般住民も加わり、総勢520人が参加

しました。

　高知県主体の「地域のみんなで防災訓練」に合わせて実施されたもので、南

海地震（Ｍ８.４、震度５強）を想定し、消火栓が使えない状況での消火訓練、

避難訓練、負傷者救助、炊き出し訓練、防災学習などを行いました。

　また、高吾北消防署員に簡単な救助法と注意点、タンカの作り方・運び方な

どを教わりました。

　住民と各関係機関が協力して訓練を行ったことで、災害時における適切な行

動を習得し、地域防災力を高めることができました。近年来るべき「南海大地

震」に備え、住民一丸となって被害の拡大防止に努めていかなければなりません。

来るべき「南海大地震」に備えて… 町内各地で防災訓練

８月２２日 共同開催
第８回大崎夕涼み会

武田勝頼没後四百年祭 大崎・夏の陣

宇宙から帰還した桜の種

お
か
え
り
な
さ
い
、ひ
ょ
う
た
ん
桜

大
盛
況
の
長
者
七
夕
ま
つ
り

そ
ら



広報によど川 10月号 《6》

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
に
向
け
て

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
に
向
け
て

子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り

芸
術
の
秋
！
町
内
各
地
で
文
化
祭 

※



　秋景色のしもなの郷で、仁淀川町が生んだ偉人「金

子直吉」を語りませんか。

　吉原強氏の講演などを交え、小・中学生や高校

生にもわかりやすい内容となっております。

　入場は無料、予約不要ですので、ぜひご参加く

ださい。

日時：10 月18 日（日）

　　   13時～15時

場所：しもなの郷　体育館

主催：しもなの郷運営委員会

　　　（中西二三会長）

問い合わせ

　仁淀川町下名野川619

　山村自然楽校「しもなの郷」

　　３６・０００５

金子直吉とは・・・

　慶応２年（1866年）仁淀川町（旧名野川村）で

商家の子として生まれ、丁稚奉公から身を起こし、

神戸・鈴木商店の「大番頭」として大正時代には三

井財閥、三菱財閥をしのぐ規模の企業グループに

拡大させ財界のナポレオンとも言われ、鈴木商店を

世界的な「総合商社」にまでしました。昭和２年の金

融恐慌で鈴木商店は事業停止していますが系列

会社の「神戸製鋼所」や「帝人」など、多くの企業群

は現在でも第一線で活躍しています。

　また、金子直吉は、そうした数多くの企業を創

業する一方、私財を費やして多くの企業人を育成し、

さらに比類なき主家に対する忠誠心の高さや私生

活における無欲恬淡な人でもあり、彼の企業人と

しての活動は高く評価されています。

　今年も恒例の文化祭が各地区で行われますので、お誘い合わせの上ご来場ください。また、作品も

募集しています。皆さんの力作をお待ちしています。

《7》 広報によど川 10月号

金子直吉翁の偉業を称える集い

子どもの読書活動支援員便り
旧池川町・大野小学校校友会

４
年
ぶ
り
！
合
併
し
て

初
め
て
の
開
催

芸
術
の
秋
！
町
内
各
地
で
文
化
祭

芸
術
の
秋
！
町
内
各
地
で
文
化
祭 
芸
術
の
秋
！
町
内
各
地
で
文
化
祭 
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広報によど川 10月号 《8》

 

秋
の
一
日
を
競
技
に
応
援
に

楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
♪

 

池
川
地
区
運
動
会

日
時

　
10
月
11
日
（
日
）

　
９
時
〜
15
時

場
所

　
池
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

吾
川
地
区
運
動
会

日
時

　
11
月
１
日
（
日
）

　
９
時
40
分
〜
15
時
40
分

場
所

　
吾
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

※
二
地
区
と
も
雨
天
の
場
合
は

中
止
と
い
た
し
ま
す
。

 

　
仁
淀
高
校
最
後
の
体
育
祭
が

左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
仁
淀
高
校
生
が
考
え

た
よ
さ
こ
い
踊
り
や
、
全
校
生

徒
で
力
を
合
わ
せ
て
作
成
し
た

巨
大
パ
ネ
ル
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
競
技
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
高
校
生
二
チ
ー
ム
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム
、
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム

の
四
チ
ー
ム
で
対
決
し
ま
す
。

ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日 

時

　
10
月
10
日
（
土
）

　
９
時
か
ら
（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
時
10
月
12
日(

月)

に

　
延
期

場
所

　
仁
淀
高
等
学
校

 

高
知
大
学
医
学
部

附
属
病
院

職
員
募
集

スポーツのスポーツの

秋
到来！到来！

スポーツの

秋
到来！

こ
れ
が
見
納
め
！
第

こ
れ
が
見
納
め
！
第
３７
回

仁
淀
高
校
体
育
祭
開
催

仁
淀
高
校
体
育
祭
開
催

こ
れ
が
見
納
め
！
第
３７
回

仁
淀
高
校
体
育
祭
開
催

この夏、実りある２つの講演会
子どもの成長バックアップ！

町産材使用の木造住宅に
最大310万円



《9》 広報によど川 10月号

 

◇
一
般
寄
付
金

　
池
川
中
学
校
昭
和
三
十
五
年

度
卒
業
生（
三
五
会
25
名
）様

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
町
行
政
に
有
意
義
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
広
報
寄
付
金

　
清
崎
　
一
恵
様（
大
阪
市
）

　
吉
井
嘉
世
子
様（
高
知
市
）

　
氏
次
　
咲
代
様（
大
阪
市
）

　
神
原
　
一
心
様（
高
知
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、広
報
発
行
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

仁
淀
川
町
役
場

 

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　
黒
川
　
武
久
様（
相
の
谷
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
寄
付
の
お
礼

スポーツの

秋
到来！

こ
れ
が
見
納
め
！
第
３７
回

仁
淀
高
校
体
育
祭
開
催

　仁淀川町では、町産材の需要の拡大、地域経済の活性化、定住促進、循環型社会の構築を

図るため、県が実施する「こうち安心の木の住まいづくり助成事業」に上乗せする住宅助成

制度「平成21年度「町産材の家」推進・奨励事業」を設けました。あなたも町産の乾燥材を

使用した良質で長持ちし、安心して生活できる木造住宅を建築しませんか。

 

【対　　象】　仁淀川町内に自らが居住するため新築住宅を取得しようとする方

【要　　件】　①県が実施する「こうち安心の木の住まいづくり助成事業」の対象となり、

　同補助金の交付決定を受けたものであること。

②町産乾燥材の使用割合が構造材の50％以上であること。

③平成22年３月31日以前に申請すること。

【助 成 額】　新築一棟当たり　　　　  　　　　１５０万円
仁淀川町地域流通商品券　　　  　 ３０万円分
町内建築業者により住宅を新築した方　５０万円

【申請方法】　申請書に必要書類を添付して提出してください。

 ※申請書は町ホームページからダウンロードできます。

【留意事項】　県の制度は、県内全域で利用可能です。

 　　　　　　県の制度と町の制度を併用した場合、助成額は最大310.7万円分となります。

問い合わせ：仁淀川町役場企画課　　３５・１０８２

 

県の助成事業の概要（①②の併用可能）

【対　　象】県内で自らが居住するための住宅を建築または取得する方

事 業 名 県産乾燥材の使用割合 助成額（延べ床面積１㎡当たり）

構造材の50％以上70％未満

　 〃 　　70％以上

事 業 名 県産乾燥材の使用量

②平成21年度新・木の住まいづくり助成事業

（県産材利用住宅促進緊急対策事業）

①こうち安心の木の住まいづくり

助成事業

構造材の50％以上

環境に
優しい

“地産
地消”の

マイホー
ム

助成スタ
ート！！ 町産材使用の木造住宅に町産材使用の木造住宅に

最大最大310310万円万円
町産材使用の木造住宅に

最大310万円

さら
に



広報によど川 １０月号 《10》

　
高
知
県
で
は
、
県
内
の
町
村

に
在
住
す
る
母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
を
対
象
に
、
自
立
を
支
援

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
就
職
に
役
立
つ
資
格
や
技
能

の
習
得
を
目
的
と
す
る
各
種
講

座
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
受

講
料
を
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
看
護
専
門
学
校
な
ど

で
、
長
期
の
教
育
訓
練
を
受
け

る
場
合
は
、
生
活
費
を
支
給
し

ま
す
。

　
助
成
に
あ
た
っ
て
は
支
給
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

 

　
０
８
８
９
・
２
２
・
１
２
４
９

 

高
知
県
地
域
福
祉
部

　
児
童
家
庭
課

　
　
０
８
８
・
８
２
３
・
９
６
５
４

  

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
仁
淀
川
町
で
は
左
記
の
対
象

者
に
対
し
て
接
種
料
金
の
一
部

助
成
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ

い
。 

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
〜
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方
、
及
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方

実
施
期
間

　
10
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
31
日

（
木
）

※
委
託
医
療
機
関
の
休
診
日
を

除
く

実
施
機
関

　
高
知
県
内
の
委
託
医
療
機

関
で
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金
（
自
己
負
担
金
）

 

１
千
円

 

※
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の

は
、
上
記
の
期
限
中
一
回
だ

け
で
す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、

免
除
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば

自
己
負
担
金
が
免
除
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
以
外
の
方
は
従
来
ど

お
り
任
意
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
接
種
方
法
や

料
金
に
つ
い
て
は
各
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

 

　
３
５
・
０
８
８
８

　
池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

 

　
３
４
・
２
１
１
２

 

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

 

　
３
２
・
１
１
３
２

 

高
知
県
警
察
で
は
、
平
成
21

年
11
月
１
日
（
日
）
か
ら
発
行
す

る
運
転
免
許
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

化
し
ま
す
。

 

Ｉ
Ｃ
免
許
証
と
は
？

　
現
在
の
免
許
証
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
を
埋
め
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　
サ
イ
ズ
は
、
現
行
免
許
証
と

同
じ（
8.
56
㎝
×
5.
40
㎝
）で
す

が
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
内
蔵
す
る
た

め
0
.
26
㎜
厚
く
な
り
ま
す
。（
現

行
0
.
50
㎜
）
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
免
許
証
に
な
る
と
、
ど
う

な
る
の
？

①
偽
造
が
非
常
に
難
し
い
た
め
、

免
許
証
の
偽
変
造
を
防
止
で

き
ま
す
。

②
本
籍
は
免
許
証
券
面
に
記

載
さ
れ
ず
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
の

み
記
録
さ
れ
る
た
め
、
本
籍
に

関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守

ら
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
免
許
証
に
は
暗
証
番
号
が

必
要
で
す

　
暗
証
番
号
は
、
ご
本
人
に
４

桁
の
数
字
を
２
組
設
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き

の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料

　
Ｉ
Ｃ
免
許
証
の
導
入
に
よ
り
、

平
成
21
年
11
月
１
日
か
ら
免
許

証
交
付
手
数
料
が
４
５
０
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
０
８
８
・
８
９
３
・
１
２
２
１

　
佐
川
警
察
署

　
　
０
８
８
９
・
２
２
・
０
１
１
０

お知らせ
コーナー

・・・I N F O R M A T I O N・・・母
子
家
庭
の
自
立
を

支
援
し
ま
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

つ
い
て

11
／
1
か
ら
運
転

免
許
証
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化

暗証番号が

必要となります

本籍欄は
空欄になります

この部分にICチップが内蔵されます



不用になった鯉のぼりありませんか？

え び す

《11》 広報によど川 １０月号

国
民
年
金
だ
よ
り

「
平
成
22
年
仁
淀
川
町

成
人
式
」
の
ご
案
内

最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

　
本
県
は
6
3
1
円

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
左

記
の
通
り
「
仁
淀
川
町
成
人
式
」

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

 

【
日
時
】

　
平
成
22
年
１
月
２
日
（
土
）

　
13
時
〜
15
時

【
受
付
】

　
正
午
か
ら

【
会
場
】

　
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

四
階
大
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

 

　
住
民
票
が
町
内
に
あ
る
方
、

町
内
の
小
中
学
校
卒
業
者
に
は
、

直
接
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
町
内
に
お
住
ま

い
の
成
人
式
参
加
希
望
者
は
、

十
一
月
六
日
（
金
）
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　
　
３
５
・
０
０
１
９

　
池
川
教
育
事
務
所

　
　
３
４
・
２
４
８
０

　
仁
淀
教
育
事
務
所

　
　
３
２
・
１
０
４
１

　
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正

し
、
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月
一

日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支

払
う
賃
金
は
、
一
時
間
六
百
三

十
一
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

 

問
い
合
わ
せ

　
高
知
労
働
局
（
賃
金
室
）
　

　
　
０
８
８
・
８
８
５
・
６
０
２
４

　
須
崎
労
働
基
準
監
督
署

　
　
０
８
８
９
・
４
２
・
１
８
６
６

保
険
料
の
一
部
免
除
が
承
認

さ
れ
た
方
へ

◎
全
額
免
除
以
外
の
場
合
、
残

り
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な

い
と
未
納
期
間
に
な
り
ま
す
。

　

  

◎
一
部
免
除
の
期
間
は
二
年

以
内
に
納
め
な
け
れ
ば
、
未

納
期
間
と
な
り
、
老
後
に
受

け
取
る
年
金
（
老
齢
基
礎
年

金
）
や
、
死
亡
・
障
害
に
対
す

る
年
金
（
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
）
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

免
除
承
認
後
、
残
り
の
保
険

料
の
納
付
書
が
届
き
ま
す
の

で
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
一
部
免
除
で
も
十
年
遡
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
経

過
年
数
に
応
じ
た
加
算
額
あ

り
）
。
　
　
　

※
二
年
以
内
に
納
め
て
お
け
ば
、

十
年
以
内
に
追
納
し
て
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

 

第
三
号
被
保
険
者
期
間
と
重

複
す
る
厚
生
年
金
等
の
加
入

期
間
が
裁
定
後
に
判
明
し
た

場
合
の
取
り
扱
い
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
　
　
　
　

　
老
齢
年
金
を
受
け
始
め
て
か

ら
、
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険

者
期
間
と
重
複
す
る
会
社
等
に

お
勤
め
さ
れ
た
期
間
（
厚
生
年

金
等
の
加
入
期
間
）
が
新
た
に

判
明
し
た
場
合
に
は
、
会
社
等

を
退
職
し
た
後
の
第
三
号
被
保

険
者
期
間
が
引
き
続
き
年
金

額
に
反
映
さ
れ
る
期
間
（
保
険

料
納
付
済
期
間
）
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
、
過
去
の
年
金
額
が
減

額
と
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
改
正
は
第
三

号
被
保
険
者
期
間
と
し
て
、
年

金
の
支
払
い
を
受
け
始
め
た
後
に
、

被
用
者
年
金
の
加
入
期
間
が
判

明
し
た
場
合
の
み
対
象
と
な
り
、

新
た
に
請
求
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
　

※
既
に
年
金
額
を
返
納
さ
れ
た

方
に
は
、
返
納
さ
れ
た
額
が

改
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

　
　
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

種類

全額免除

３／４免除

半額免除

１／４免除

受給年金

１／２

５／８

３／４

７／８

納付額／月

－

３，６７０円

７，３３０円

1１，０００円



　
庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
ご

み
を
燃
や
す
こ
と
は
、
煙
や

に
お
い
、
灰
の
飛
散
に
よ
っ

て
近
所
迷
惑
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
有
害
な
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
ま
た
高
吾
北
管
内

で
は
、
た
き
火
が
大
き
く
な

り
過
ぎ
、
結
果
的
に
火
災
に

至
っ
た
事
案
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
一
般
的
に
野
焼

き
行
為
は
一
部
の
例
外
を
除

き
禁
止
・
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
は
町
の
収
集
に
出

す
か
、
町
ご
み
回
収
で
引
き

取
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
処
理
業
者
に

処
分
を
依
頼
す
る
な
ど
責
任

を
も
っ
て
適
正
に
処
理
す
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

《
野
焼
き
行
為
が
認
め
ら
れ

る
場
合
》

・
風
俗
慣
習
上
又
は
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必

要
な
廃
棄
物
の
焼
却

 

「
ど
ん
と
焼
き
」
な
ど
の
地

域
の
行
事
に
お
け
る
不
用
と

な
っ
た
門
松
、
し
め
縄
等
の

焼
却
な
ど
。

・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活

を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る

廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽

微
な
も
の

　
た
き
火
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

木
く
ず
等
の
焼
却
。
な
お
、

「
軽
微
な
も
の
」
と
す
る
程
度

は
、
社
会
通
念
上
「
た
き
火
」

と
理
解
し
得
る
程
度
を
い
い
ま

す
。

※
風
呂
焚
き
、
炭
焼
き
窯
、
薪

ス
ト
ー
ブ
で
も
、
ご
み
を
燃

や
す
こ
と
は
禁
止
で
す
。

 

　
火
災
と
間
違
わ
れ
る
よ
う
な

ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
を
す
る
場

合
は
、
消
防
署
へ
届
け
出
を
行

い
ま
し
ょ
う

 

　
野
焼
き
行
為
（
認
め
ら
れ
る

場
合
に
限
る
）
を
す
る
際
は
、
火

災
と
な
ら
な
い
よ
う（
水
バ
ケ
ツ
、

消
火
器
等
を
準
備
）
十
分
に
注

意
を
す
る
と
と
も
に
、
ご
近
所
の

方
に
ご
迷
惑
、
心
配
を
掛
け
な
い

よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
高
吾
北
消
防
署

　
　
２
６
・
２
１
１
１

　
仁
淀
川
分
署

　
　
３
５
・
０
０
１
７

野焼きの禁止・制限について野焼きの禁止・制限について野焼きの禁止・制限について

広報によど川 １０月号 《12》

そのばでもろもろの治療効果を実証できる整体です。

早期に治ることを願います。

痛みなく元気に回復します。

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

○受付･･･午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間･･･５０分

○料金･･･一律３，０００円

○施術方法･･･指圧・あん摩・マッサージ

○休み･･･日曜定休

○ふだん着で来てください

広 告

おかもと整体

生活のなかに運動を！ ～メタボリックシンドローム予防のために～



野焼きの禁止・制限について

《13》 広報によど川 １０月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　
心
地
よ
い
秋
の
風
を
感
じ
、

身
体
を
動
か
す
に
は
最
適
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
叫
ば

れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に

加
え
、
血
圧
・
血
中
脂
質
・
血

糖
等
が
高
く
な
り
動
脈
硬
化
を

起
こ
し
や
す
い
状
態
）
を
防
ぐ

た
め
に
も
運
動
は
効
果
的
で

す
。

　
運
動
に
は
、
有
酸
素
運
動
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ

チ
が
あ
り
ま
す
。

　
有
酸
素
運
動
は
、
ゆ
っ
く
り

と
深
く
た
く
さ
ん
の
酸
素
を
と

り
込
む
こ
と
で
、
脂
肪
を
燃
や

し
持
久
力
を
つ
け
る
効
果
が
あ

り
、
例
え
ば
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
自
転
車
、
球
技
、

水
泳
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

筋
力
を
高
め
基
礎
代
謝
（
何
も

せ
ず
じ
っ
と
し
て
い
て
も
消
費
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
）
を
上

げ
る
た
め
太
り
に
く
い
身
体

を
つ
く
る
と
言
わ
れ
、
ス
ク
ワ

ッ
ト
（
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
）
や

腕
立
て
ふ
せ
、
足
上
げ
、
ダ
ン

ベ
ル
運
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
筋
肉
に

十
分
な
血
液
を
行
き
わ
た
ら

せ
て
運
動
の
効
果
を
高
め
た

り
、
ケ
ガ
を
予
防
す
る
、
筋

肉
を
ほ
ぐ
し
疲
れ
を
早
く
回

復
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
関

節
を
回
す
、
腱
を
伸
ば
す
な

ど
の
運
動
が
あ
り
ま
す
。

運
動
は
そ
れ
以
外
に
も

①
血
流
が
よ
く
な
り
血
圧
が

安
定
す
る

②
中
性
脂
肪
値
や
悪
玉
（
Ｌ

Ｄ
Ｌ
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

下
が
り
、（
善
玉
）Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
が
る

③
骨
が
丈
夫
に
な
り
骨
粗
し

ょ
う
症
を
予
防
す
る

④
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
解
消

⑤
心
肺
機
能
が
強
化
さ
れ
、

血
行
も
よ
く
な
り
疲
れ
に

く
く
な
る

⑥
脳
を
活
性
化
し
老
化
予

防
に
な
る

　
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
運
動
の
効
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
、
以
下

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

※
治
療
中
の
病
気
や
関
節
痛

が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
か
ら
始
め
る

※
楽
に
感
じ
る
程
度
か
ら
徐
々

に
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く

※
運
動
の
前
後
に
は
、ス
ト
レ
ッ

チ
等
の
軽
い
運
動
を
す
る
よ

う
に
心
が
け
る

※
脱
水
や
熱
射
病
予
防
の
た

め
に
も
、
水
分
（
水
・
お
茶
・
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
）
補
給
を
十
分

に
す
る

 

内
臓
脂
肪
と
サ
ヨ
ナ
ラ

し
、
体
力
を
つ
け
る
た
め

に
も
、
こ
の
秋
か
ら
何
か

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

生活のなかに運動を！生活のなかに運動を！ ～メタボリックシンドローム予防のために～～メタボリックシンドローム予防のために～生活のなかに運動を！ ～メタボリックシンドローム予防のために～

広 告



広報によど川 10月号 《14》

仁淀川町行事カレンダー（10月・11月）

高齢者交通事故防止キャンペーン実施

仁淀川町役場　１０時～
池川総合支所　１３時４５分～

☆犬と猫の引き取り日は、午前１０時までに最寄りの庁舎に連れてきてください。

仁淀川町に「移動献血バス」がやってきます。 皆様、ぜひ献血にご協力ください。   



文
　芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

《15》 広報によど川 10月号

藪
柑
子
句
会荒

木
　
青
踏

み
ど
り
児
の
別
れ
は
こ
ぶ
し
盆
の

明

 

尾
　
　
幸
野

中
指
の
針
胼
胝
な
ぞ
る
敗
戦
忌

 

高
橋
　
幸
恵

漫
画
本
三
冊
抱
え
酷
暑
か
な

 

小
崎
　
千
恵

携
帯
の
絵
文
字
は
パ
ズ
ル
稲
光
り

 

上
岡
　
利
寿

振
り
返
る
子
の
生
涯
や
魂
迎
う

 

井
上
　
美
智

頂
上
や
鹿
の
子
百
合
咲
く
一
軒

家

 

高
橋
　
房
子

候
補
者
は
は
る
か
年
下
夏
座
敷

 

片
岡
代
美
子

庭
下
駄
に
心
安
ら
ぐ
夕
端
居

 

掛
水
　
妙
子

野
分
後
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
は
ず

む
音

 

岡
林
　
鶴
子

線
香
花
火
子
供
の
居
な
い
村
と

な
り

 

藤
原
　
竹
子

盆
休
み
友
の
集
ま
る
風
の
道

 

尾
崎
マ
チ
エ

鮎
釣
っ
て
食
わ
ず
嫌
い
を
惜
し
ま

る
る仁

淀
俳
壇

中
越
　
楠
恵

日
当
り
も
風
も
程
よ
し
秋
日
果
つ

 

市
川
　
千
秋

コ
ス
モ
ス
の
咲
く
再
会
を
約
し
け

り

 

植
田
　
秋
恵

こ
れ
か
ら
も
平
凡
で
い
い
プ
チ
ト
マ

ト

 

古
味
　
孝
子

無
断
に
て
南
瓜
隣
地
で
ぶ
ら
下
り

 

松
岡
　
豊
子

新
涼
や
家
族
で
囲
む
喜
寿
の
膳

 

吉
田
豊
之
祐

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
行
き
花
の
い
わ

た
ば
こ

 

川
上
　
純
子

子
等
去
ん
で
家
の
広
さ
や
今
朝
の

秋

 

田
村
　
大
陸

色
褪
せ
て
疲
れ
て
揺
れ
し
秋
す
だ

れ

 

古
味
　
幸
子

日
焼
し
て
漁
師
と
語
る
親
し
さ
よ

 

川
内
登
美
子

立
ち
止
ま
り
し
み
じ
み
見
入
る
鳳

仙
花

 

田
村
　
千
草

石
灰
を
振
る
も
大
根
蒔
く
支
度

投
稿

俳
句

西
森
　
悦
子

萩
の
宿
友
と
く
つ
ろ
ぐ
城
下
町

 

橋
本
百
合
子

ね
む
る
児
に
う
ち
わ
の
風
を
ゆ
る

く
振
る

 

藤
原
　
純
子

朝
夕
は
肌
に
お
ぼ
ゆ
る
秋
の
風

 

鎌
倉
　
信
夫

遺
産
山
間
伐
ジ
ャ
ガ
で
山
守
る

い 

さ
ん
や
ま
か
ん

ば
つ

は
り 

だ

 

こ

あ
と

ま
も

高齢者交通事故防止キャンペーン実施高齢者交通事故防止キャンペーン実施高齢者交通事故防止キャンペーン実施
　昨年、交通事故死者の六割以上を高齢者が占めました。高齢者の事故防止をするためキャンペーンを実施

し、安全意識の改革を図ります。

期間

 9月21日（月）～12月31日（木）
主な行事予定

 ・高齢者世帯訪問事業(10/1～11/30)

 ・電動車いす講習会(10月末)

 ・高齢者交通安全講習会(10月末)

 ・参加・体験・実践型の高齢者安全普及事業(11/８)

 ・高齢者交通安全ふれあいフェスタ2009in Kochi (11/15)

 ・第49回高齢者老人クラブ大会(11/19)

死亡事故は夜間の歩行中に多発！！
　夜間の交通事故は死亡事故に繋がりやすいの

で、反射材などを身につけて交通事故防止に努め

ましょう。

　交通安全協会では、反射タスキや反射材付きの

シューズなど各種取り扱いをしています。お電話で

の注文も承っていますので、お気軽にお問い合わせ

ください。



A B C D E F G

ごめい福をお祈りいたします

A

B

C

D

E

F

広報によど川 10月号 《16》

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２仁淀川町役場「広報パズル係」

締め切り　10月20日（火）

賞　　品　「手作り土佐和紙うちわ」を正解者の中から

　　　　  抽選で２名様に。（当選者の発表は次号広報）

　

第51回 クロスワードクロスワード パズルパズルクロスワードクロスワード パズルパズルクロスワード パズル ●10月20日締め切り

・
応
募
者
数
　
十
七
人

・
正
解
者
数
　
十
七
人

・
当
選
者
　
　
松
田
　
春
栄（
竹
ノ
谷
）

ア

イ

コ

ク

シ

ン

☆
た
て
の
カ
ギ

１
　
天
の
北
極
の
す
ぐ
そ
ば
に
見
え
る
星
。

方
角
を
知
る
目
じ
る
し
と
さ
れ
る

２
　
地
位
・
階
級
・
年
齢
な
ど
が
自
分
よ
り

上
で
あ
る
こ
と（
人
）

３
　
世
の
中
が
治
ま
る
こ
と
と
乱
れ
る
こ
と
。

○
○
興
廃

４
　
金
属
元
素
の
一
。
記
号
A
g
。
白
色
の

貴
金
属

５
　
楽
天
的
で
の
ん
き
そ
う
な
人

８
　
君
主
。い
ち
ば
ん
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
。

百
獣
の
○
○

９
　
次
の
次
の
年
。明
後
年

10
　
ゆ
れ
動
く
こ
と
。不
安
な
こ
と

12
　
か
わ
い
い
。
感
心
な
。け
な
げ
な
。
○
○

や
つ

13
　
個
人
用
の
へ
や

16
　
二
本
の
角
を
も
つ
家
畜
。
肉
・
乳
は
食

用

☆
よ
こ
の
カ
ギ

１
　
絶
賛
す
る
。こ
れ
以
上
は
ほ
め
よ
う
が
な

い
と
い
う
ほ
ど
褒
め
る

６
　
ひ
と
と
お
り
全
体
に
目
を
通
す
こ
と

７
　
さ
か
ん
な
意
気
。○
○
○
を
上
げ
る

8
　
食
物
な
ど
を
も
る
平
た
く
浅
い
う
つ
わ

10
　
趣
味
に
ふ
け
る
こ
と
。酒
や
ば
く
ち
に
ふ

け
る
こ
と

11
　
定
期
飛
行
機
の
発
着
場
。エ
ア
ポ
ー
ト

14
　
計
画
す
る
こ
と
。何
か
を
し
よ
う
と
す
る

考
え

15
　
青
年
と
少
年
。青
年
男
女
と
少
年
・
少

女

17
　
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
学
業
成
績
・

行
動
状
況
等
を
記
入
し
、
家
庭
に
通

知
す
る
た
め
の
書
類

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

淺



《17》 広報によど川 10月号

町の人口・世帯数
平成21年9月1日現在

  人　口7,069人　（－13）

  世帯数3,445世帯（－  4）

8月中の届出

転入  8人　  転出14人

出生  3人　  死亡10人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成21年10月1日発行（№51）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

　0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.kochi.jp

印刷　高知印刷株式会社

　黄金色の稲穂。台風の影

響もなく、無事収穫の時期を

迎えました

（9月18日撮影）

クロスワード パズルクロスワード パズル
表
紙
の
写
真

　国の仕事やサービスで、困っていること、分からないことがあり
ましたら、総務省の行政相談をご利用ください。

　仁淀川町では、総務大臣の委嘱を受けた行政相談委員が自宅で相談

を受けるほか、下記のとおり「１日行政相談所」（無料・秘密厳守）

を開設しますので、お気軽にご相談ください。

　また、仁淀総合支所に設置する「行政相談ポスト」でも、投書で相

談を受け付けていますので、お気軽にご利用ください。

10月19日(月)～25日(日)秋の行政相談週間

　
今
月
の
賞
品
は
尾
崎
製
紙
所

（
仁
淀
川
町
岩
戸
）
提
供
の
「
手

作
り
土
佐
和
紙
う
ち
わ
」
で
す
。

　
こ
の
う
ち
わ
は
、
糊
、
染
料
な

ど
に
自
然
素
材
を
使
い
丁
寧
に
手

作
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
武
田
家
の
家
紋
を
あ
し
ら
っ
た

高
級
感
あ
る
う
ち
わ
、
涼
を
取
る

だ
け
で
な
く
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て

も
最
適
で
す
。

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル

ご相談ください
あなたのまちの行政相談員へ

武
田
勝
頼
没
後
四
百
年
記
念

「
手
作
り
土
佐
和
紙
う
ち
わ
」を
２
名
様
に
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